
都市再生整備計画(第３回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 145 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標１
目標２

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

活力ある地域交流を創出する施設整備と、安全で安心できる居住環境の充実を図る。

都道府県名 岐阜県 中津川市 蛭川地区

計画期間 交付期間 23

重要な伝統文化資源を有効に活用し、地域住民の交流と活性化を図る。
既存施設の耐震化を図り、災害に強いまちづくりを促進する。

○蛭川地区は、平成１７年２月の市町村合併により新中津川市の西に位置し、景勝地で知られる県立自然公園「恵那峡」北岸の風光明媚な自然環境と、特産品である御影石などの石材資源が豊富なうえ、農業・林業が盛んな地域である。
○近年の低コスト製品(石材・木材)の輸入や長引く景気の低迷により主要産業が衰退傾向にあり、人口も昭和２５年の４,８９４人を最高に年々減少の一途をたどり、平成１６年には３,８０６人と２２.２％減少し、かつての賑わいを失い活力が低下している。
○本地区は蛭川の文教施設・福祉施設及び行政施設等が集中し

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H17 H23

人 H18 H23

％ H18 H23

交流拠点としての利用者数を示す指標 6,823

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

50.0

176

87.5公共施設の耐震化率 蛭川地区の公共施設耐震化率

災害時に屋内施設へ避難可能な人口を示す指標

公共施設における耐震化整備状況を示す指標

687避難施設の屋内収容可能人数 蛭川地区の屋内避難施設の収容可能人口

○他地域との交流を深め技術・能力の向上を図るため、改修後の施設を広く情報発信する必要がある。
○道路の振り替えにより、既設道路及びグラウンドの活用検討が必要である。
○蛭川保育園は、建築基準法が改正された昭和５６年以前建築であり、耐震基準について現行法の基準に達していない建築物であるため、保護者より園児の安全・安心のための耐震補強要望が強い。

○歴史・文化を大切にしたまちづくり(新中津川市総合計画基本構想)
○便利な暮らしづくり(新中津川市総合計画基本構想)
○安全な暮らしの確保(新中津川市総合計画基本構想)
○安心して子育てができるまちづくり(新中津川市総合計画基本構想)

指　　標

9,000施設利用者数 蛭川公民館(蛭子座)の年間利用者数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○市町村合併以前の旧蛭川村においては、行政主導で事業・大会及びイベント等を開催していた。合併後は、地域住民の自主組織「蛭川振興会」が立ち上げられた。各種行事は実行委員会が主体となって事業展開する気運が盛り上がり、区
長会・総合事務所と連携して活動している。今後、行政は側面から支援し、自主組織が主体となって地域づくりを進めていく。

○蛭川地区の中心地には、教育・文化・スポーツ・福祉及び行政施設が集中している。この区域の施設を充実することにより、安全で安心できる住環境が構築され、住みたいまちづくりを目指す。

方針に合致する主要な事業
・整備方針1(重要な伝統文化資源を有効に活用し、地域住民の交流と活性化を図る。)
      ○伝統文化の伝承、地歌舞伎等の芸能活動の拠点づくり。
　　 ○公民館活動の拠点づくり。
　　 ○施設利用者の安全確保のため、道路及び駐車場の整備を実施する。

　○地域生活基盤施設　　　　 蛭川公民館(蛭子座)耐震改修
　○道路　　　　　　　　　　　　　  市道 鳩吹町切線
　○地域生活基盤施設　　　　 蛭川ふれあい広場整備

･整備方針2(既存施設の耐震化を図り、災害に強いまちづくりを促進する。)
　　　○安全で安心できる施設整備を実施し、利用者の安全確保を図る。
　　　○保育園の耐震補強と大規模改修を行うことにより、園児の安全・安心を確保する。

　○地域生活基盤施設　　　　 蛭川公民館(蛭子座)耐震改修
　○地域生活基盤施設　　　　 蛭川保育園耐震改修
  ○地域生活基盤施設　　　　 蛭川地区内の避難誘導標識設置
　
  ○関連事業　　　　　　　　　　  蛭川小学校体育館耐震改修



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 中津川市 直 L=180m、W=10m H20 H21 H20 H21 56 56 56 56

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

中津川市 直 － H19 H23 H19 H23 544 544 544 544

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

住宅市街地
総合整備
事業

地域生活基盤施設 －

鳩吹町切線

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間
細項目 うち民負担分

266.7 国費率 0.44交付対象事業費 603

事業 事業箇所名

交付限度額

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 600 600 600 600 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

中津川市 － H22 H23 H22 H23 3 3 3 3

－ 0

－ 0

－ 0

合計 3 3 3 3 …B

合計(A+B) 603

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

中津川市 文部科学省 A=2,915㎡ ○ H20 H21 292

岐阜県 農林水産省 L=475m ○ H17 H21 178

岐阜県 農林水産省 A=807㎡ ○ H17 H21 184

中津川市 文部科学省 A=1,625㎡ ○ H23 H23 82

合計 736

蛭川小学校体育館耐震補強改修 蛭川小学校体育館

蛭川小学校大規模改造補強事業 蛭川小学校

中山間地域総合整備事業(蛭川地区一期) 道路(棚田長坂線)

中山間地域総合整備事業(蛭川地区一期) 活性化施設

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

事業効果分析 蛭川地区内

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

蛭川地区（岐阜県中津川市） 面積 145 ha 区域 棚田区、鳩吹区、奈良井区、下沢区、一色区、一之瀬区

県道中野方苗木線

主要地方道恵那蛭川東白川線

中津川市蛭川総合事務所

蛭川地区
１４５ｈａ

主要地方道恵那蛭川東白川線
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